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１．日本補完代替医療学会と一般財団法人 比較統合医療学会の合同観察研究
本学会と比較統合医療学会は，補完代替医療領域において，新型コロナウイルス感染症に対する様々な観察研究を行うこ

ととした．

２．COVID-19 の治療法
現在，COVID-19 には確立した標準治療法はない．しかし，ファビピラビル（アビガン）をはじめ，セリンプロテアーゼ

阻害剤である注射剤ナファモスタット（フサン）や内服薬のカモスタット（フオイパン）は有望であり，イベルメクチンなど
も使い方によっては有用であろう．シクレソニド（オルベスコ）吸入やトシリズマブ（アクテムラ）は急速に進行する肺炎な
ど，サイトカインストームには有用であると思われる．

３．漢方薬の観察研究
中国では漢方治療を標準治療として取り入れ始め，好成績を発表している．学会には玉屏風散，清肺排毒湯，桂麻各半湯

加金銀花など，有用性が期待される漢方薬の観察研究にも注力すべきであるという意見が寄せられている．アビガンでウイル
スの複製をストップさせ，抗ウイルス作用や免疫賦活作用を有する漢方薬を同時に内服させる方法は，まことに理にかなった
治療法と考えられる．

４．エピガロカテキンガレート脂肪酸モノエステル噴霧療法の観察研究
抗ウイルス作用を有する天然物は多い．アロマセラピー用精油のなかで抗ウイルス作用を有するものとしては，ティート

リー，ラベンサラ，ユーカリ・ラディアタなど数種類が知られているが，学会が集積した情報のなかでは，エピガロカテキン
ガレート (EGCG) 脂肪酸モノエステル 1) の空間噴霧がひときわ注目される．茶葉中の EGCG は他のカテキン類やポリフェノー
ル類に比べて高い抗ウイルス活性を示すことがわかっている 1)．大阪大学の開發邦弘らは EGCG 脂肪酸モノエステルによっ
て変性されたインフルエンザウイルス溶液を発育鶏卵内に注入すると，完全に感染致死を阻害できることを確認した２)．また，
EGCG 脂肪酸モノエステルは，ウイルス膜や膜タンパクに作用してウイルスの細胞への接着や細胞からの出芽過程を阻害す
ることができ，すでに EGCG 脂肪酸モノエステルを配合した感染対策品の上市もなされている（カテキン誘導体 “ カテプロ
テクト CateProtect” 事業）．
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我々はカテプロテクト噴霧が，COVID-19 による肺炎に効果的ではないかと考えている．また，国民が安心して経済活動
を行う際，COVID-19 の感染予防に大きな力を発揮するのではないかと期待している．カテプロテクトは，現在 200 倍希釈
用の液体が準備されており，5 ml の原液を水 1,000 ml に溶解させて使用する．次亜塩素酸水と異なり，ナースステーショ
ンや病室でも継続噴霧しやすい．コロナ陽性患者の室内では少なくとも 24 時間噴霧が推奨される．通常は 3 日間で 1 クール
としているが，病室を１日だけ噴霧する方法も有用かと思われる．ホテルなどに隔離されている患者の場合，噴霧する部屋を
用意し，陽性者が適宜訪れる形式も考えられる．また，噴霧器は衛生上，毎日洗浄することも肝要である．今後，本法を用い
て濃厚接触者の感染予防効果についても観察研究する予定である．なお，噴霧中はできるだけ鼻呼吸を行うと良い．将来は医
師の判断でネブライザーを用いた投与なども試みられるかもしれないが，現状ではまず空間噴霧での観察研究を行う予定であ
る．カテプロテクトは，天然 EGCG と比較すると 1/20 という極めて低濃度で抗ウイルス作用を示すので，安全性は高いとみ
なされる．なお，高濃度カテキンは多量に摂取すると肝機能障害を来す可能性も指摘されているので，お茶の飲用は一日当た
り 3-4 杯など常識的な範囲にとどめておくべきである．

５．抗ウイルス・免疫賦活効果が期待される食品の観察研究
学会としては，今般の切迫した状況を鑑み，いわゆる民間療法的な各種方法についても，in vitro や動物実験で抗ウイルス

作用が少なくとも一つ示されているものなどについては，学会員が積極的に観察研究を推進することを推奨する．COVID-19
の予防・治療に有効で安全な天然物を見出すことはきわめて重要であり，両学会の使命でもあろう．

現在，下記の食品が COVID-19 の予防・治療の観察研究の有力候補として挙がっている．これらは実際に COVID-19 患者
もしくは疑いの方々に使用実績が少なからずあるものである．

① 梅干し
塩分の少ない梅干しやハチミツ漬け梅干し 5 個 / 日を 2 日間摂取する．これは，すでに数十例の観察がなされ，24 時間以

内に発熱，倦怠感，味覚・嗅覚障害の改善をみたとする事例が学会にもたらされている．なお，中国では烏梅（うばい）が注
目されている．本法は，安全性が高く試みるべき治療法かつ予防法となるかもしれない．　　　

和歌山県立医科大学の宇都宮洋才らは，梅干しのエキスを，H1N1 型のインフルエンザウイルスを感染させた細胞に加え
る実験を繰り返し，有効成分のエポキシリオニレシノールを特定した．ウイルスを感染させた細胞に，エポキシリオニレシノー
ルを加えると，約 7 時間後にウイルスの増殖をおよそ 90% 抑えたと報告している．エポキシリオニレシノールは，世界で初
めて発見された梅ポリフェノールである（抗ウイルス剤；特開 2011-246419）．

② ワサビ―――――生ワサビの揮発性成分の吸入　
市販のチューブ入り生ワサビ，例えば「安曇野産おろし本わさび」（わさびのマルイ製）ならば１-2 センチ程度にハッカ油

を１滴程度滴下し，練った後，バターナイフで紙製コーヒ―フィルターの中に広く塗布する．これをマスクの内側に挟んで吸
引する．吸引は 30 分から 1 時間程度．すでに学会関係者数十人が観察研究を継続中であるが，24 時間以内に発熱が消失す
るなど，効果を示唆する所見が得られており，有望である可能性がある．ワサビのアリルイソチオシアネートは抗ウイルス作
用を有している（ウイルス不活化剤；JP2007001939A）．アリルイソチオシアネートは常温で揮発しやすい性質を有してい
るので，理にかなった方法であり，咳や発熱などの急性期に 1-2 日程度は試みて良い方法であろう．ただし，市販品は賦形剤
として様々なものが入っているので，アレルギー表示を確認する必要がある．また，漫然と使用するのではなく，短期の治療
や感染病棟への出入りの際の予防などの時だけに限定するとよい．実際ウイルスの消毒業務を行っている方々は，上記マスク
を使用していると学会に報告している．なお，口元で使用するため，反復使用による接触性皮膚炎には注意が必要である．ワ
サビの影響で，匂いや味覚が一時的に鈍ることがあるが，時間と共に回復するのでさほど心配はないと思われる．

③ ニンニク―――――生ニンニクの揮発性成分の吸入
生ニンニクをすりおろし，ビニール袋に入れ，短時間吸入する．主として急性期に 1-2 日間自宅で試みる方法．学会関係

者の報告では，フィリピン在住の COVID-19 感染女性で上記方法を試したところ，1 両日で症状が軽減したという事例があっ
た．なお，チュニジアでニンニク摂取がコロナの予防に効果的という話が出て，WHO はデマと断定して警告を発しているが，
デマと断定するには，逆に効果がないことをきちんと科学的に証明する必要があろう．

ニンニクのアリシン（硫化アリル）に抗ウイルス作用があることは古くから知られているので，観察研究の対象になり得
るものである．

④ ハトムギ CRD エキス
ハトムギ外皮には様々な phenolic compounds が含まれており，ハトムギ全粒熱水抽出エキス (Coix-seed Reactive 

Derivatives : CRD) やハトムギ茶の抗インフルエンザ作用が報告されている 3,4)．さらにハトムギは抗エボラウイルス作用も
有している 5)．また，ハトムギは NK 細胞や細胞障害性 T リンパ球 (CTL) などリンパ球の働きを増強することも報告されてい
るが 6)，一方では，抗炎症・抗アレルギー作用も有しているので 6)，COVID-19 の抗体依存性感染増強 (ADE) の際にも補助療
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法として有用かもしれない．CRD の摂取量は通常２- ４ g/ 日である．

⑤ メリンジョ種子エキス
インドネシアで食されているメリンジョ種子には，ポリフェノールの 1 種でレスベラトロール二量体であるグネチン

C(Gnetin C) が豊富に含有されている．新型コロナウイルスは，ACE2 受容体に結合してヒトに感染することが示唆されてい
る 7). そのため，ACE2 受容体 AT1 拮抗薬であるロサルタンについてはアメリカで臨床試験が予定されているとも聞いている．
メリンジョ種子エキスも AT1 受容体に対して結合阻害を示すことから 8)，SARS-CoV-2 の感染に対して何らかの効果がある
可能性がある . さらに，メリンジョ種子エキスやグネチン C は，自然免疫に関わる NK 細胞などの免疫細胞を活性化させる
ことから 9,10)，メリンジョ種子エキスを摂取することで，COVID-19 や他のウイルスに対する自然免疫を向上させることがで
きるかもしれない．

⑥ その他
その他，LEM（シイタケ菌糸体エキス）11)，ガゴメ昆布フコイダン（インフルエンザの動物実験成績を有している 12)），大

豆食品，バングレン含有食品（ジャワしょうが），クルクミン，アピゲニン，ミリセチン，ケルセチン，ピペリン，Active 
Hexose Correlated Compound(AHCC)13)，クマザサ 14,15) ，クロレラ 16) など観察研究の対象となる食品は多い．

６．人畜共通感染症としての観察研究
ヒトの SARS-CoV-2 はネコ科動物に感染することが確実となってきた．コロナウィルス感染症である猫伝染性腹膜炎 (FIP)

や感染率の高い通常の猫コロナウィルス (FCoV) に対する様々な天然物の影響に関する観察研究も急がねばなるまい．比較統
合医療学会とともに，伴侶動物の観察研究を推進していかなければならない．

７．まとめ
感染症指定病院が満床となり，医療は一時，崩壊寸前まで追い込まれた．感染者は自宅やホテルで投薬もなく，待機せざ

るを得ない状況に陥った．また，検査も十分に受けられない状態も続いている．COVID-19 は，免疫異常を併発するなど，ま
すます複雑な病態を呈し始めている．今後は，とくに天然物を上手に取り入れたセルフケアやセルフメディケーションが必要
となってこよう．両学会の観察研究が新たな治療法や予防法の開発につながることを期待する．

観察研究は両学会員以外の医療従事者の参加も受け入れている．また，観察研究結果は非会員の場合でも Letter to the 
Editor で随時受け付ける．詳細については下記の観察研究事務局までメールでお問い合わせください．
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